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読書バリアフリー研究会 アンケート回答（2017_5_27 滋賀会場）  
～みんなに読む喜びと楽しさを伝えよう～ 

 

参加者 34、アンケート回収 33 
 

１．この講座をどちらでお知りになりましたか。  
新聞・雑誌 6 読売新聞 5 

ちらし・DM 15  

友人・知人の紹介 3  

ウエブサイト･ブログ 3 県立図書館 HP 1、リブヨ 1 

メーリングリスト 0  

その他 6 図書館 3、職場 2、トムソーヤ LD 親の会 1 

合計 33  

 
 
２．今回の講座の満足度をお聞かせ下さい。  

満足 やや満足 やや不満 不満 

23 10 0 0 
 
 
 その理由をお聞かせ下さい。  

満 足 の理 由  

・ デ ィ ス レ ク シ ア に つ い て 、 知 人 の 子 が 当 事 者 で あ る と い う こ と も あ り 、 関 心 は あ っ て 書 籍 を 読 ん

だりはしていたのです が、専 門 家 から具 体 例 などを 講 義 いただき、理 解 が進 みました。 

・ 学 習 障 害 の 講 座 し か 聞 け ま せ ん で し た が 、 パ ワ ー ポ イ ン ト が と て も 見 や す か っ た で す 。 職 業 柄

（ 小 学 校 の 通 級 指 導 教 室 ） 、 学 習 障 害 の 講 座 や 研 修 を 受 け て き ま し た が 、 今 回 ほ ど よ く 分 か

るお話 はあ りませんでした。です ので、感 激 しました。 河 野 先 生 ありがとうございまし た。  

・LD に関 して具 体 的 、 詳 しいお話 が伺 えて参 考 になりました。ありがとうございました。  

・ 公 立 小 学 校 の 学 校 司 書 を し て い ま す 。 イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 を 行 う 中 で 、 担 任 と 支 援 担 任 と の

意 識 の違 いや他 児 童 との兼 ねあい等 で、 マルチメディア DA ISY 等 の利 用 が進 まない現 状 のた

め、自 分 自 身 がもう 一 度 子 ども たちの 現 状 を 把 握 したいという思 いで聞 か せて いただきま した。

と て も 勉 強 に な り ま し た 。 あ り が と う ご ざ いま し た 。 鳥 取 の 実 践 例 も と て も 分 か り や す く 、 こ れ か ら

に役 立 てたいと思 って います。  

・ I … 図 書 館 が す べ て の 人 に と っ て 平 等 で な け れ ば な ら な い の に 、 多 く の バ リ ア が 存 在 し て い る 現

実 に気 づき ました。バ リアフリーへの解 決 策 はあり、 先 進 地 域 もあること から本 県 で もバリアフリ

ーに向 けて 進 めたいで す。  

・ Ⅱ … 学 習 障 害 の 理 解 が 深 ま り ま し た 。 様 々 な ア プ リ や 教 育 手 段 の あ る こ と を 知 り 、 多 く の 困 難

を強 いられている方 々 が、早 く解 放 できるようにしたいです。 

・ Ⅲ … 熱 心 に 図 書 館 経 営 さ れ て い る 実 践 が よ く 分 か り ま し た 。 実 際 の 事 例 を 紹 介 し て く だ さ っ た

の で 、 実 践 に 結 び つ き ま す 。 図 書 館 活 用 は “ 人 ” で あ る こ と が 実 感 で き ま す 。 本 県 で も 学 校 司

書 の全 校 配 置 を進 めたいです 。 

・ 自 分 の 知 ら な か っ た 知 識 を た く さ ん 得 る こ と が で き ま し た 。 来 館 に 障 害 が あ る 人 、 従 来 の 紙 の

本 に 障 害 が あ る 人 が 一 般 の 人 と 同 じ ス タ ー ト ラ イ ン に 立 つ に は ど う し た ら よ い か 。 必 要 な サ ー ビ

スと、それ を周 知 する方 法 も考 えていかないといけないと思 いま した。  

・ と て も 勉 強 に な り ま し た 。 野 口 先 生 の “ す べ て の 人 ” は 本 当 に す べ て の 人 な の か と い う お 話 は 、

図 書 館 員 と し て 真 剣 に 受 け 止 め た い と 思 い ま す 。 河 野 先 生 の お 話 は 、 本 当 に 「 目 か ら う ろ こ 」

と い う か 、 自 分 に も で き る こ と が あ る な あ と 、 一 人 ひ と り に 合 っ た 支 援 が あ る の だ と 気 づ か さ れ ま
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し た 。 児 島 先 生 の お 話 は 鳥 取 県 の 学 校 図 書 館 の 充 実 と 、 司 書 の 方 の 熱 意 が 本 当 に 素 晴 ら

しいと思 いました。 

・ 仕 事 や ボ ラ ン テ ィ ア で 活 用 で き る こ と が た く さ ん あ り ま し た 。 基 本 的 な 考 え 方 を 教 え て い た だ き 、

今 後 とも新 しい気 持 ち で取 り組 んでいけそう です。 

・ 学 習 障 害 に つ い て （ 少 し だ け ） 理 解 で き た と こ ろ が あ り ま す 。 読 み 聞 か せ ボ ラ ン テ ィ ア と し て は 、

語 りつがれ てきたお話 や絵 本 を 読 んで いく こと だけを 思 って いま したが 、 本 （紙 ）では 読 めな い人

たちがいる ことを知 りました。でも一 番 強 く 印 象 に残 ったのは「学 習 ≠文 字 の読 み書 き」でした。  

・ 耳 にし たこと は あ るけれ ど… と いう 程 度 のこと や バ リア フ リ ーにつ いて 、 身 近 に 考 え る手 が か り が

得 られた。  

・お話 をしてくださった先 生 方 や財 団 の方 の熱 意 と仕 事 を楽 しむスタイルが伝 わってきたこと。  

・ 図 書 館 （ 公 共 ・ 学 校 ） の 在 り 方 、 読 み 書 き の 困 難 さ に つ いて 深 く 学 び 直 せ た だ け で は な く 「 いつ

でも自 分 で読 める」しかけとして わいわい文 庫 の可 能 性 を感 じることができたため。  

・教 育 委 員 会 主 催 の下 手 な研 修 よりも今 回 の研 究 会 は有 益 、有 意 義 で した。  

・ 必 要 な こ と は 、 人 に よ り 様 々 な の で 、 支 援 の 仕 方 も 色 々 だ と は 思 っ て い ま し た 。 し か し 、 支 援 の

仕 方 の 内 容 の 幅 が 広 が っ た よ う な 気 が し ま す 。 何 に 困 っ て いる の か 、 ど う し て ほ し い の か 、 説 明

できない子 どもたちに 働 きかけていきたいと 思 います。 

・アプリ、わいわい文 庫 等 、知 ら なかったことを知 ることができ良 かった。タ ブレット、P C 等 の活 用

の必 要 性 の確 認 ができました。 

・ 佛 教 大 学 で 特 別 支 援 教 育 を 学 ん で いま す 。 デ ー タ や 見 解 も 最 新 で 質 の 高 いも の で 、 参 加 し て

よ か っ た で す 。 （ 講 習 会 等 で は 、 河 野 先 生 の お っ し ゃ る よ う に “ 訓 練 方 法 ” な ど 職 旨 の 異 な る も

の 、 専 門 性 の 足 り な い も の な ど も あ る の で … 。 ） 教 育 や 図 書 の 現 場 だ け で な く 、 司 書 や （ 博 物

館 ）教 員 な どの養 成 機 関 でも 広 めて いけたら 良 いと 思 いま す。 また大 学 の先 生 にも 報 告 したい

で す 。 友 達 （ 新 聞 を 読 ん で い な い 県 外 ） の 中 に も 「 知 っ て い た ら （ この 会 に ） 行 き た か っ た」 と い う

人 もたくさ んいたので 、人 の発 掘 のためにも、ぜひ若 い世 代 （学 生 ）に広 げていただき たいです。

若 い 社 会 人 が ボ ラ ン テ ィ ア 等 に 参 加 で き る 余 裕 が な い の も 現 状 な の で 、 社 会 人 に な る 前 に 興

味 を持 つ機 会 があると継 続 につながると思 います。  

・発 達 障 害 の意 味 がよく分 かりました。今 日 の研 修 を仕 事 に生 かしていきたいと思 います。  

・ 特 別 支 援 学 校 に 司 書 教 諭 が 配 置 さ れ て い る こ と の 驚 き を 感 じ ま し た 。 児 童 生 徒 の 増 加 に よ

り、教 室 数 や人 員 が足 りず、図 書 に気 が回 っていないというの が現 状 だと 思 います。 知 的 障 害

や 発 達 障 害 の 児 童 生 徒 に 、 何 と か 本 を 楽 し ん で も ら い た い と 試 行 錯 誤 し て い ま す が 、 紙 媒 体

での工 夫 や、紙 以 外 の教 材 等 、非 常 に参 考 になりました。  

・ 特 に 河 野 先 生 の お 話 は 、 ぼ ん や り と し か わ か っ て い な か っ た 事 が く っ き り と 理 解 で き ま し た 。 分

かりやすい説 明 と、ソフトの実 演 、そして実 際 の例 が多 かったことがありがたかったで す。  

・ 各 講 師 と も 図 書 館 に お け る ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン を 主 題 に 独 自 の 考 察 を 展 開 さ れ て お り 、 そ の

着 眼 点 は私 にとって新 鮮 に感 じられ、大 変 勉 強 になった。  

・ 先 生 方 の お 話 が と て も 分 か り や す か っ た で す 。 内 容 も バ ラ ン ス が 取 れ て い て 今 後 の 職 務 に 役

立 て よ う と 思 い ま し た 。 す べ て の 子 が 楽 し く 読 書 で き る よ う に な れ ば い い な と 心 を 新 た に し ま し

た。  

・野 口 氏 の講 演 …図 書 館 の大 切 さ、必 要 性 がよく分 かった。  

・ 河 野 氏 の 講 演 … い ろ い ろ な 対 応 の 仕 方 が 学 べ た し 、 一 人 ひ と り に 対 し て 適 切 な 対 応 を さ れ て

いることが よく分 かっ た。最 後 の 2 つのアプリの紹 介 もありがたかった。  

・ 児 島 氏 の 講 演 … 学 校 司 書 、 司 書 教 諭 ど ち ら も お ら れ 、 楽 し く 活 動 さ れ て い る 様 子 が 分 か り ま

し た 。 そ の 中 で タ ブ レッ ト や マ ルチ メ デ ィ ア を 上 手 に活 用 さ れ てお ら れ 、 い い な あ と 思 いま し た 。 先

生 の笑 顔 がすべてを表 している ようでした。  

・図 書 館 のサービスでまだまだ抜 け落 ちている部 分 が多 いことを 痛 感 した。  
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・ デ ィ ス レ ク シ ア に つ い て 、 何 も 分 か っ て い な い こ と が よ く 分 か っ た 。 も っ と 学 ぶ こ と が 必 要 だと 思 っ

た（少 し早 口 でした）。 

・ 知 的 障 害 児 が 本 を 実 際 に 楽 し む 様 子 が 具 体 的 に 見 ら れ た の も 良 か っ た で す 。 タ ブ レ ッ ト が 有

効 なことが よく分 かりました。  

・ 学 習 障 害 に つ い て 知 ら な い こ と を 、 多 く 聞 く こ と が で き た。 公 共 図 書 館 の 職 員 と し て 何 が で き る

か考 えていきたい。 

・ 学 習 障 害 に つ い て 具 体 的 に 学 べ た 。 図 書 館 と し て す べ て の 人 に 読 む 、 読 書 す る こ と へ の 喜 び

を 手 渡 し て い け る よ う に 、 ど の よ う な 資 料 を 整 備 し 環 境 を 整 え て い か な け れ ば な ら な いか を 学 べ

た。   
やや満 足 の理 由  

・先 生 方 の話 し方 が分 かりやすく勉 強 になりました。 

・ 「 す べ て の 人 」 に 対 す る サ ー ビ ス を 考 え る と き 、 視 野 に 入 っ て い な い 人 た ち が い る の で は な い か

と、 再 度 考 えられ るよ うになっ た。ま たそう いう 人 たち には、 いろ んな 角 度 から ア プロ ーチ して サ ー

ビス対 応 していく必 要 性 も感 じた。 

・ 様 々 な 障 害 、 障 壁 を 持 っ た 方 々 に 対 し て 図 書 館 が 何 を で き る の か 気 づ き を い た だ く こ と が で き

ま し た 。 特 に デ ィ ス レ ク シ ア に 関 し て 難 し く 考 え す ぎ な い こ と が 大 切 だ な と 思 い ま し た 。 便 利 な ア

プリがたくさ ん出 ている ことに驚 きました。  

・制 度 、科 学 的 、学 校 図 書 館 という 3 つの視 点 から考 えること ができ、構 成 が良 かった。わいわ

い 文 庫 の 説 明 は 開 始 時 に 全 部 聞 け れ ば 内 容 が 分 か り や す か っ た と 思 う 。 会 場 で の 実 物 の 展

示 が、iPad と両 方 あって良 かったです。  

・障 害 のある方 々への図 書 館 サービスについて、より 深 く知 ることができた。 

・公 立 図 書 館 と学 校 図 書 館 (週 3 日 )に勤 務 していま すが、どれ だけ働 きか けても本 を借 りない、

手 に取 らない、でも読 み聞 かせ は喜 んで 聞 いている というのは なぜかということが分 かったよう な

気 がします。どの先 生 の話 も分 かりやすかったです。 

・時 間 がかけあしで足 りなかったです。 

・実 際 のマルチメディ ア DA ISY 図 書 がどんなものか見 られてよかった。  

・ ど れ も と て も 良 い 内 容 だ っ た の で 、 各 講 義 ご と に 質 疑 応 答 の 時 間 を も っ と と っ て い ただ き た か っ

たです。一 流 の講 師 の先 生 のお話 を聞 か せていただく機 会 をありがとうございました。 

・ 読 み 書 き 障 害 の 方 に 実 際 に 出 会 っ た こと が な か っ た が 、 読 み 書 き 障 害 の こ と が 少 し わ か り ま し

た 。 現 在 知 的 障 害 施 設 で 働 い て い て 、 言 葉 の 大 切 さ 、 情 報 の 伝 え 方 に 悩 ん で い た 中 で 、

DA ISY 図 書 を知 り 、 送 って いただいて いま すが 、なか なかうま く 活 用 でき て いな いの で 、うま く活

用 で き る よ う に と 思 い 参 加 し ま し た 。 ま だ ま だ う ま く 活 用 す る 自 信 は な い の で す が 、 活 用 術 を 見

ながら、自 分 なりで活 用 できるようにしたいと思 います 。 

・ 学 習 障 害 に つ い て 詳 し く 知 る こ と が で き て 、 い ろ い ろ な 配 慮 を 知 る こ と が で き 、 勉 強 に な り ま し

た 。 そ の よ う な 児 童 が い た ら 、 し っ か り 配 慮 し て 学 べ る よ う に し た い で す 。 特 別 支 援 学 校 で は 、

図 書 館 を積 極 的 に利 用 されていた。授 業 で活 用 していきたいと 思 いました。 

 
 
３．その他、お気づきの点がございましたら何でもお聞かせ下さい。  

・視 覚 障 害 以 外 の障 害 がある 人 と、読 書 、図 書 館 の関 わりに ついて、 知 る機 会 がな かなか持 て

な い で い たの で 、 大 変 貴 重 な 勉 強 会 で し た。 今 回 学 ん だ こと を 日 々 の 業 務 に 活 か し て い き たい

と 思 い ま す 。 ま た 、 電 子 図 書 普 及 事 業 部 の お 二 人 の 、 子 ど も た ち に 本 の 楽 し さ を 伝 え た い 、

DA ISY を活 用 してもらいたいと いう情 熱 が よく伝 わっ てきて刺 激 を受 けました。企 画 し てくださり

ありがとうございます。 

・このような研 究 会 がありましたら、またぜ ひご連 絡 ください。  
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・マルチメディア DA I SY をいつ も送 っていただいて いますが、なかなか有 効 活 用 ができずに申 し訳

なく思 っています。校 内 での活 用 へと結 び つけたいと 思 っています。  

・伊 藤 忠 記 念 財 団 のお取 り組 みに大 変 共 感 を覚 えます。ますま すのご発 展 を祈 念 いたします 。 

・ 「 障 害 者 の 人 に ど う 対 応 し て よ い か 」 今 ま で あ ま り 身 近 で な か っ た た め 、 す ご く 身 構 え て い た 部

分 が あ る の で す が 、 知 識 を 得 る こ と で 少 し 勇 気 が も ら え た 気 が し ま す 。 貴 重 な お 話 を 聞 か せ て

いただいて ありがとうございます 。 

・ 紙 媒 体 と 電 子 媒 体 は 敵 対 す る も の で は な く 補 完 し あ う も の と い う 最 後 の お 話 は 本 当 に そ の 通

り だ と 思 いま す 。 図 書 館 職 員 と し て 必 要 な 人 に 必 要 な 資 料 を 届 け ら れ る よ う 精 進 し た い と 思 い

ます。今 日 はこのよう な機 会 を与 えていただきありがとうございました。  

・ す ば ら し い 研 究 会 へ の 参 加 者 が 少 な い の が 残 念 で す 。 も う 数 回 参 加 さ せ て い た だ い て い ま す

が、次 回 は 友 人 を誘 ってまいります。 

・最 後 に矢 部 さんがおっしゃったことは理 解 できます。道 づれも OK ですが、DA ISY にする 、選 ぶ、

書 き 手 や 画 家 は ど の よ う に 選 ぶ の か と か 、 福 音 館 や 他 出 版 社 か ら 、 す で に 出 て い る 本 を 電 子

化 するにあたっての難 しさなども 知 りたくなりました。 

・障 害 を持 つ人 たちに役 立 つものは、健 常 者 の生 活 を豊 かにするものでもあると感 じています。  

・ 多 様 性 が大 事 に さ れる 社 会 で ある な ら 、 こうし た活 動 がこれ か ら も発 展 す る よう に 自 分 にも で き

ること見 つ けたいと 思 う。 

・生 徒 の豊 かな人 生 経 験 につながるよう現 場 で活 用 法 を練 り上 げていきます。  

・ と て も 分 か り や す く 、 ス ム ー ズ に 理 解 す る こ と が で き ま し た 。 ま た 勉 強 で き る 機 会 が あ れ ば う れ し

く思 います 。 

・ますますのご活 動 、ご活 躍 を祈 ります。道 づれ作 戦 参 加 します。  

・また、研 修 、ボランティアの機 会 があれば参 加 したいです。 

・ 私 は 草 津 で 民 生 委 員 を し て いま す 。 本 年 か ら 障 害 者 部 会 に入 っ て 障 害 の あ る人 と か か わっ て

いますので 、少 しでも役 立 っていければと思 う。 

・ LL ブッ ク の 認 知 度 が 低 く 、 どん な タ イ トル があ る のか 知 る ことが でき る 、ま た 、 ど のよ う に 入 手 す

るなどをみなさんに知 らせていただける機 会 もあれば…。 

・京 都 府 立 高 校 で勤 務 をしています。昨 年 、府 立 高 校 の司 書 部 会 で DA I SY 資 料 を 体 験 してみ

た い と い う こ と で 「 わ い わ い 文 庫 」 に お 世 話 に な り ま し た 。 実 際 に DA IS Y を 体 験 す る こ と が で き

て、貴 重 な機 会 を得 ることがで きました。 

・昼 食 が 事 前 に調 べ ら れれば よか ったの ですが、カフェ が混 んでいたので 、コンビ ニ・ス ーパーなど

付 近 の 情 報 も 教 え て い た だ け れ ば 、 駅 で 買 っ て こ れ た か な と 思 い ま す 。 ぜ ひ ま た 京 都 府 内 で も

研 究 会 を実 施 してく ださい。  

・ 冒 頭 か ら 主 催 者 側 に よ る 運 営 ミ ス で 予 定 時 間 が 伸 び 、 それ が 後 に な る ほ ど大 き く な っ て いっ た

ことは弁 解 の余 地 がない。「商 社 マンじゃないから…」は詭 弁 です。  

・ マ ル チ メ デ ィ ア DA I SY  の 導 入 に は 、 機 器 が と も な う た め 、 そ の 予 算 が つ く か ど う か と い う こ と も

課 題 だと 思 いました。公 共 図 書 館 には あるので、 またソフトを 購 入 できればと思 いま す。学 校 図

書 館 に iPad があればいいなあ。 

・未 記 入 ：13  

 


